


＊一般に１立方メートル又は１　で表すのが正しい。ただ水１立方メートルは、約１トン
（1,000㎏）の質量なので、略して１トンと呼ぶことが多い。
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凡　　例
平成６年

平成８年

平成24年

平成25年

平年（平成4～令和2年）

平成28年

（江戸川のみ）江戸川のみ）

H8.1.16 1010%取水制限開始取水制限開始

（江戸川のみ）

H8.1.16 10%取水制限開始

H8.8.20 2020%取水制限開始取水制限開始H8.8.20 20%取水制限開始

H6.8.16 3030%取水制限開始取水制限開始H6.8.16 30%取水制限開始

H8.8.23 3030%取水制限開始取水制限開始H8.8.23 30%取水制限開始

H6.7.29 2020%取水制限開始取水制限開始H6.7.29 20%取水制限開始

H2424.9.11 1010%取水制限開始取水制限開始H24.9.11 10%取水制限開始

H2525.7.24 1010%取水制限開始取水制限開始H25.7.24 10%取水制限開始

H6.7.22 1010%取水制限開始水制限開始H6.7.22 10%取水制限開始

H8.8.16 1010%取水制限開始取水制限開始H8.8.16 10%取水制限開始

平常時最高貯水位（常時平常時最高貯水位（常時満水位水位） 55 163万㎥▼平常時最高貯水位（常時満水位）55,163万㎥

▼洪水時最高水位(サーチャージ水位）57,953万㎥

▼洪水貯留準備水位 48,663万㎥
　 （洪水期制限水位）

▼

H2828.6.16 1010%取水制限開始取水制限開始H28.6.16 10%取水制限開始

洪水貯留準備水位 36,849万㎥

　（洪水期制限水位）







小 中 ダ ム
三 島 ダ ム
金 山 ダ ム
勝 浦 ダ ム
安 房 中 央ダ ム
戸 面 原 ダ ム
佐 久 間 ダ ム
小 沢 ダ ム
山 内 ダ ム
白 石 ダ ム
鋸 山 ダ ム
第１袋 倉 ダ ム
白 浜 ダ ム
奥 谷 ダ ム
増 間 ダ ム
坂 本 ダ ム
第２袋 倉 ダ ム
大 谷 川 ダ ム
小 向 ダ ム
作 名 ダ ム
東 ダ ム
御 宿 ダ ム
元 名 ダ ム
東 第 ２ ダ ム
岬 ダ ム
第２奥 谷 ダ ム
山 倉 ダ ム
豊 英 ダ ム
郡 ダ ム

印 旛 沼 開 発

利 根 川 河 口 堰

亀 山 ダ ム

川 治 ダ ム

渡 良 瀬 遊 水 地

黒部川総合開発

高 滝 ダ ム

奈 良 俣 ダ ム

保 台 ダ ム

北 千 葉 導 水 路

片 倉 ダ ム

湯 西 川 ダ ム

八 ッ 場 ダ ム
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62.2

54.6

0.594
2.75
0.736
0.91
1.081
1.163
0.422
0.059
0.133
0.092
0.0375
0.0232
0.0718
0.0309
0.067
0.0185
0.0405
0.029
0.149
0.08
0.054
0.048
0.0405
0.0142
0.053
0.0151
1.50
1.06
1.24

7.00

22.50
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740
880
1,882
3,200
618
3,237
58
71
－
126
14
442
27
183
147
2,138
1,883
1,015
893
633
953
1,501
521
870
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4,040

（18,280）

（12,522）
10,569
（11,735）
6,349

（76,729）
40,897
（69,000）
36,018
（12,000）
5,412

（37,300）
18,762

（135,200）
90,990
8,590

（294,000）
169,638
（19,600）
9,486

（184,000）
69,600

（532,000）
241,300

秒

注１) 開発事業費欄の下段は利水分に係る事業費、上段（　）書は全体事業費（利水+治水）を表す。
　2 )「多目的」の開発水量は、生活用水、農業用水及び工業用水の合計で冬水も含む。
　3 ) 農業用水のみの水源施設に係る開発水量は、かんがい期の最大値（計画時）。
　4 ) 印旛沼開発の治水の費用負担割合は、　干拓に要した工事費の割合。

※

完成年









右下の写真は、水資源開発公団による開発工事が完了した昭和44年ごろの印旛沼である。
（現在のすがたも同じ）
現在、上図の機場は、国営流域水質保全機能増進事業「印旛沼二期地区」により、効率化を図るため、
統廃合が進められているところです。




